
  

第３７回 地域支え合い研究会 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※マスク着用は必須です。コロナ禍のため通常の 1/2に制限しています、必ず事前に申込みして下さい。 
 

日時 ２０２０年 ９月１９日(土) 午後６時より 

場所 西原地域コミュニティセンター２階 AB会議室 
宇都宮市西原 2-5-42（西原小学校敷地内） 

会費 ３００円（資料代等） 

主催 地域支え合い研究会 

後 援 西原地区連合自治会、西原地区社会福祉協議会 

問合せ メール・FBページ・Fax（６３８－２１７７）福田まで 

（アドレス sasaeaikenkyukai@gmail.com ） 
■今後の予定 10/24、11/28、12/12、土曜日 18:00 から。 
 

地域支え合い研究会：村井邦彦（村井クリニック院長）・福田智恵（西原地区 090-1794-1221） 

 

第37回 地域支え合い研究会 申込書  

※メール・FB・Fax（638-2177）にてお申込ください。 
氏名 

 

連絡の取れる電話 

 

携帯 

所属（自治会・団体など） 

  

 

住所 メールアドレス 

 

 
 

【注意】コロナ禍のため、出席者の把握が求められています。必ず連絡の取れる連絡先をご記入ください。 

 

障がいを抱える当事者の近くにいる 

「きょうだい｣の存在 

〜きょうだいは親亡き後のキーパーソンになり得る？〜 
 

講師：栃木きょうだい会代表 仲田海人氏

  

栃木きょうだい会は、障がいの種別は問わず基本的に 18歳以上の障がいを抱える当事者のきょうだいを

対象に、ライフステージにおける葛藤をピアのみで話す『集い』とケアを担う際の情報や手法の『学習

会』を開催しています。医療や福祉の現場では、親の高齢化と伴に親に対するケアが必要になると同時

に、キーパーソンとしての役割が親からきょうだいへと移行していきます。果たしてそれは当たり前の

ことなのでしょうか。どんな想いで、きょうだいはその役割を担っているのでしょうか。そんな、栃木

県におけるきょうだいのリアルをお話しさせていただき、皆様と地域共生社会を考えたいと思います。 

 

 

 

 

 
FBページ 

mailto:sasaeaikenkyukai@gmail.com

